
道徳学習指導案 

日 時  平成 27年６月４日（木）研究授業Ⅱ 

学 級  岩手大学教育学部附属中学校 

２年Ｂ組（男子 20名，女子 20名，計 40名） 

場 所  １年Ｂ組教室 

授業者  伊 藤 貴 洋 

 

１ 主題名  「働く」ということ 【４－（５）勤労・奉仕・公共の福祉】 

 

２ 単元について 

（１）生徒観 

生徒たちは男女の仲が良く，明るく元気な生徒が多い。道徳の時間が好きな生徒が多く，授業中の小

グループでの話し合いの場面では，積極的に自分の意見を発表し，活発な意見交流が行われることが多

い。一方で，学級全体での意見交流の場面では，積極的に挙手をする生徒も見られるが，自分の考えを

発表できない生徒も多い。また，道徳の時間は答えがないので苦手だという考えを持つ生徒や，規範的

な行動や考えを持つ主人公について，現実的ではないと考える生徒も少なくない。 

本校の総合的な学習は三年間を通して，「人生をいかに生きるか」というテーマで学習を進めている。

本学年の生徒は，一年次に「夢の実現のために必要なことは何か」というテーマのもと，自分の身近な

人で興味がある職業で働いている人へのインタビューや，将来就きたいと考えている職業の職場訪問，

仕事へのこだわりを持った方の講演会などの活動を行い，自分の将来の生き方について仮説を立てなが

ら学習を進めてきた。今年度は「『誠をもって働く』とはどのようなことだろうか」というテーマで学

習を進めている。「働く」ということについての生徒の意識を知るために「仕事は誰のためにするのか」

と生徒にアンケートで聞いたところ，「自分のため」「家族のため」にお金を稼ぐことという回答が非常

に多く，「社会のため」や「家族以外の誰かのため」という回答は少なかった。このことから，生徒に

とっての「働く」ことは賃金を獲得するために手段ととらえている生徒が多く，公共の福祉のためとい

う意識が低いということがわかった。 

 

（２）価値について 

 学習指導要領において，内容項目４－（５）は，「勤労の尊さや意義を理解し，奉仕の精神をもって，

公共の福祉と社会の発展に努める。」としている。 

自分の進路や職業について関心が高くなってくるこの時期に，勤労の尊さや意義について考えられる

ようにするとともに，働くことについての理解を通して職業についての正しい考え方を育てることや公

共の福祉に努めようとする態度を育てることが大切である。指導に当たっては，勤労の尊さを重んじる

生き方を基に，奉仕の精神をもって自ら進んで，それを実践しようとする態度を培うことが大切である。

その際，社会への奉仕に伴う喜びが自らの充実感として生徒一人一人に体得され，心から満足でき，生

きがいのある人生を実現しようとする意欲にまで高めることを忘れてはならない。このような指導を通

して，個人の立場を越えた社会全体の利益を大切にする心と，公私の別を明らかにして，自分のできる

ことを自覚し公共の福祉のために尽くそうとする態度の育成が望まれる。 

 



（３）学びの本質とのかかわり 

 本研究が掲げる『学びの本質』に関して，道徳では「自己内対話と他者との対話のサイクル」を通し

て新たな価値観を再構築させ，「自分の価値観を言語化させること」を授業内で意識的に行いたいと考

える。道徳の時間では，自分自身への内省的な働きかけとしての「自己内対話」や，自分の考えの根拠

を明らかにして話したり，他者の考えを聞くことによって自分の考えを深めたりする「他者との対話」

が重要な学習活動となる。そして，それらを通して，現在の自分の価値観と多様な価値観を比較しなが

ら，深まり・広がりを経て起こる新たな価値観の再構築が「道徳的実践力」につながるととらえている。

このような自己内対話と他者との対話のサイクルを授業の流れの基本としておさえる。 

 

３ 資料について 

（１）資料名  【自作資料】『「働く」ということ』 

 

（２）資料のあらすじ 

2011年３月 11日に発生した東日本太平洋沖地震は，東北地方太平洋沿岸部を中心に甚大な被害

をもたらした。地震発生直後から，日本全国からだけではなく，世界からも救援のための物資や募

金が集まり，被災地に届けられた。一方で，沿岸部の被災地では，地元自治体や自衛隊の手によっ

て物資が避難所に届けられていた。そんな最中，流通のノウハウがあり，地元の道を知り尽くすヤ

マト運輸の沿岸部の各支店では，自身の生活や家族よりも仕事を優先し，従業員の安否の確認や，

避難所への物資輸送のボランティア，そして宅急便再開に向けて奔走し続けた。 

本時の資料は震災時にどのような状況であったのか，震災当時の釜石支店の熊上猛支店長と，大

船渡支店の鈴木孝弘支店長お二人にお話しを伺い，読み物教材としたものである。また，生徒にと

ってまだ理解しづらい公共の福祉のために尽くそうとする態度についてとらえさせるために，実際

にお二人の支店長が「仕事」について話している様子も映像資料として用いる。 

 

４ 本時の展開 

（１）ねらい 

   働くことの意義について考え，公共の福祉に努めようとする心情を養う。 

 

（２）本時の指導の構想 

   導入では，朝日新聞に掲載されたがれきの中を進むヤマト運輸の車両写真を生徒に見せ，何を運

んでいるのか問いかけた後，ヤマト運輸の被災者支援の活動の概要に触れ，資料へとつなげたい。 

展開前半では資料を範読し，支店長の家族やこれまでの仕事の歩みについて資料に記述されてい

ない部分も補いながら，内容の確認をしていきたい。その中で，家族と連絡が取れないまま仕事を

続けた支店長の心情を問い，全体で交流する。 

   展開後段では，支店長のインタビュー映像を見せ，仕事への誇りが表れている言葉について生徒

に自己内対話させる。その後，グループ内で他者との対話をさせ，グループ内でどのように考えた

のか発表させる。全体の意見交流後に，二人の支店長のインタビュー映像を見せ，仕事へのこだわ

りや，お客様を第一にする姿勢に触れさせ，ねらいに迫りたい。 

   終末では，支店長の行動から学んだことについて振り返らせ，２～３人の生徒の感想発表の後，

教師の説話で本時のまとめとしたい。 



（３）本時の展開 

段

階 
学びの流れ 学びの展開（広がり） 指導上の留意点 

導

入 

７

分 

１ がれきの道を進

むヤマト運輸の車両

の写真を見る。 

 

２ 本日の学習内容

について把握する。 

○このトラックは何を運んでいるのだろう？ 

・荷物 

・支援物資 

・遺体 

＊ヤマト運輸の釜石支店，大船渡支店が行った

活動についての授業であることを理解する。 

・本時の内容へ興味を

抱かせ，資料につなげ

る。 

 

 

 

展

開 

 

33

分 

３ 資料を読み，内

容を把握する。 

 

４ 資料について確

認する 

 

 

 

 

 

５ 資料について話

し合う 

 

 

 

 

６ 熊上支店長のお

話の映像を見て話

し合う 

 

 

 

 

７ 二人の支店長の

映像を見て，自分

の考えを振り返る 

・資料を読む。 

 

 

○熊上支店長は震災直後どのような活動を行っ

たか？ 

・荷物の返品 

・従業員の安否確認 

・トラックの捜索 

○熊上支店長の家族の安否は確認できたのか？ 

・していない 

◎家族と連絡が取れないまま仕事を続けた熊上

支店長についてどう思いますか？ 

・すごいと思う 

・責任感がある 

・家族が心配だっただろう 

・家族の人達も熊上さんのことを心配している 

◎「ヤマトの看板を背負ってると変なことでき

ないですよ」という言葉についてあなたはどう

思いますか？ 

・自分の仕事に責任感がある。 

・誇りを持って働いている証。 

・今までお客様に対して誠実に仕事をしてきた

からこのような言葉が出る 

＊仕事への誇りや責任感が表れている二人の言

葉を聞き，自分の考えを再構築させる。 

 

 

 

・荷物の返品について

の内容を説明する。 

 

 

 

・熊上支店長の家族に

ついて補足する。 

■学習シート 

・決して家族のことを

軽んじていたわけで

はないことを確認す

る。 

 

■学習シート 

●自己内対話 

●他者との対話 

※学びの本質 

 

終

末 

10

分 

８ 本時のまとめ ○今日の授業を振り返りながら自分の考えをま

とめてみよう。 

■学習シート 

・自分自身のこととし

てどれだけ考えるこ

とができているか 

 



（４）板書計画 
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責
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・
仕
事
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優
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す
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な
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・
家
族
の
こ
と
が
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で
，
仕
事
に
な 
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な
い
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で
は
な
い
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・
家
族
も
熊
上
支
店
長
が
心
配
な
の
で 

は
な
い
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「
働
く
」
と
い
う
こ
と 

   

「
ヤ
マ
ト
の
看
板
を
背
負
っ
て
る
と
変
な 

こ
と
で
き
な
い
で
す
よ
」
と
い
う
言
葉
に 

つ
い
て
あ
な
た
は
ど
う
思
い
ま
す
か
。 

 

・
仕
事
に
誇
り
を
持
っ
て
い
る 

・
今
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
お
客
様
の 

 

信
頼
を
失
う
わ
け
に
は
い
か
な
い 

・
自
分
の
こ
と
よ
り
も
お
客
様
の
こ
と
を

優
先
し
て
い
る 

・
誰
か
の
役
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
自
負 



「
働
く
」
と
い
う
こ
と 

 
釜
石
支
店 

支
店
長
熊
上

く
ま
か
み

猛
た
け
し

支
店
長
（
当
時
）
の
お
話 

 

私
が
働
い
て
い
た
ク
ロ
ネ
コ
ヤ
マ
ト
釜
石
支
店
は
釜
石
市
と
大
槌
町
の
荷
物
の
集
配
を
請
け
負
う
店
舗
で
す
。

午
後
の
荷
物
が
支
店
に
届
き
，
仕
分
け
を
し
よ
う
と
し
て
い
た
，
二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
一
四
時
四
六
分
。
今

ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
く
ら
い
大
き
く
長
い
揺
れ
が
，
釜
石
を
襲
い
ま
し
た
。 

私
は
絶
対
に
津
波
が
来
る
と
思
っ
た
の
で
，
配
送
に
出
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
に
至
急
戻
る
よ
う
に
連
絡
し
ま
し
た
。

し
か
し
，
三
台
の
車
両
と
連
絡
が
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ト
ラ
ッ
ク
を
支
店
に
戻
す
た
め
に
，
数
名
で
手
分
け
し

て
車
で
回
っ
た
と
こ
ろ
，
一
台
は
見
つ
か
り
，
す
ぐ
に
戻
ら
せ
ま
し
た
が
，
残
り
の
二
台
と
連
絡
が
取
れ
な
い
ま

ま
，
津
波
は
や
っ
て
き
ま
し
た
。 

震
災
翌
日
か
ら
数
日
の
間
は
，
す
で
に
受
け
取
っ
て
い
た
荷
物
の
返
品
作
業
と
，
二
台
の
ト
ラ
ッ
ク
の
捜
索
，

そ
し
て
従
業
員
と
そ
の
家
族
の
安
否
の
確
認
を
し
ま
し
た
。
特
に
大
変
だ
っ
た
の
が
安
否
の
確
認
で
し
た
。
瓦
礫

が
か
ろ
う
じ
て
ど
け
ら
れ
た
細
い
道
を
通
り
，
釜
石
，
大
槌
の
従
業
員
一
人
一
人
の
安
否
を
確
認
し
ま
し
た
。
あ

る
避
難
所
で
，
捜
索
し
て
い
た
ト
ラ
ッ
ク
の
う
ち
一
台
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
無
事
に
避
難
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で

き
ま
し
た
し
，
も
う
一
台
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
自
力
で
釜
石
支
店
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
避
難
所
だ
け
で
は
な
く
，

も
し
も
の
場
合
も
考
え
て
，
遺
体
安
置
所
も
回
り
ま
し
た
。
何
日
か
か
か
っ
て
，
当
日
勤
務
し
て
い
た
従
業
員
全

員
の
安
否
は
確
認
で
き
ま
し
た
が
，
大
槌
の
配
送
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
て
い
て
，
当
日
休
み
だ
っ
た
従
業
員
一
名

が
津
波
に
の
ま
れ
て
亡
く
な
り
ま
し
た
。 

従
業
員
の
家
の
訪
問
を
し
て
い
る
と
，
家
族
の
安
否
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
者
，
家
が
流
さ
れ
た
者
な
ど
様
々

な
状
況
で
し
た
。
被
災
し
た
社
員
は
家
庭
を
優
先
さ
せ
，
仕
事
が
で
き
る
状
況
に
な
っ
て
か
ら
勤
務
し
て
も
ら
い
，

当
面
の
間
は
仕
事
が
で
き
る
状
況
の
社
員
だ
け
で
仕
事
を
進
め
ま
し
た
。 

私
自
身
も
，
住
ん
で
い
た
ア
パ
ー
ト
が
流
さ
れ
た
ん
で
す
よ
。
会
社
に
寝
泊
ま
り
を
十
日
く
ら
い
し
ま
し
た
。

私
の
家
族
は
，
大
船
渡
に
住
ん
で
い
た
の
で
す
が
，
電
話
は
つ
な
が
ら
ず
，
と
て
も
心
配
で
し
た
。
で
も
，
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事
が
多
く
，
連
絡
を
取
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
結
局
三
日
後
に
，
妻
の
方
か
ら

連
絡
が
来
て
，
家
族
が
無
事
だ
と
い
う
こ
と
を
知
り
，
ほ
っ
と
胸
を
な
で
お
ろ
し
ま
し
た
。 

 

震
災
直
後
は
，
高
速
道
路
も
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
た
の
で
，
会
社
と
し
て
集
配
の
業
務
を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
で
も
，
少
し
で
も
地
域
の
役
に
立
ち
た
い
と
思
い
，
社
員
の
安
否
確
認
と
並
行
し
て
，
市
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
登
録
を
行
い
，
釜
石
市
の
職
員
や
自
衛
隊
と
協
力
し
な
が
ら
支
援
物
資
の
運
搬
作
業
を
始
め
ま
し
た
。
土

地
勘
の
な
い
自
衛
隊
の
隊
員
さ
ん
が
す
べ
て
の
避
難
所
を
回
る
と
夜
遅
く
ま
で
か
か
る
の
だ
そ
う
で
す
。
我
々
は
，

裏
道
を
知
っ
て
い
ま
す
し
，
効
率
的
に
回
る
た
め
の
ル
ー
ト
作
成
な
ど
は
普
段
の
仕
事
で
や
っ
て
い
る
の
で
，
一

日
に
何
度
か
避
難
所
を
回
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

震
災
か
ら
，
半
月
ほ
ど
経
っ
て
，
沿
岸
部
へ
の
荷
物
の
集
配
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
，
釜
石
市
と
大
槌

町
の
お
客
様
宛
の
荷
物
は
遠
野
支
店
留
め
と
す
る
と
い
う
本
社
か
ら
の
指
示
で
し
た
。
私
は
，
車
を
流
さ
れ
た
人

や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
並
ん
で
い
る
人
た
ち
を
見
て
き
ま
し
た
し
，
遠
野
ま
で
取
り
に
い
け
な
い
お
年
寄
り
が

多
く
い
る
こ
と
も
知
っ
て
い
た
の
で
，
支
店
長
判
断
で
釜
石
支
店
ま
で
持
っ
て
く
る
よ
う
に
お
願
い
し
，
本
社
の

判
断
は
聞
か
ず
に
配
達
を
始
め
ま
し
た
。
お
客
様
に
荷
物
を
届
け
る
仕
事
が
で
き
る
喜
び
を
実
感
し
ま
し
た
ね
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２年     組     番 

名 前 

平成２７年 ６月  日 

「働く」ということ 

家族と連絡が取れないまま仕事を続けた 

熊上支店長についてどう思いますか？ 

                                     

                                       

                                     

                                     

                                     
 

自分の考え 

                        

                        

                        

                        

                        

                        

周りの人の考え 

今日の授業の振り返り 

                                     

                                     

                                      

                                       

                                     



 

 

 

 

 

 

（１） どのような状況の時に，周りの雰囲気を壊したり，相手を傷つけたりする言葉を使

ってしまうのだろうか。【個人】 

                                

                               

                               

                               

 

（２）温かい言葉を増やすにはどうしたらいいだろうか。【個人】 

                                

                               

                               

                               

 

（３） 話し合い活動【グループ】 

memo 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他者との関わり～温かい言葉を広めよう～ 

 １年  組  番  名前 



（４） 話し合い活動やロールプレイングを通して，今までの自分の言葉遣いについて振り

返り，新たに気付いたこと，考えたことを書いて下さい。また，人間関係や学級の

雰囲気をよりよいものにするために，具体的にどんなことを頑張るのか書いて下さ

い。【個人】 

                      

                           

                           

                           

                           

                           

                           

                           

                           

                           

                           

                           

                           

                           

                           

                           



 


